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名
古
屋
大
学
の
石
川
と
申
し
ま
す
。
本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
回
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
（
以
下
、
林
政
史
研
究
所
）
の
所
蔵
資
料
を
使
っ
た
研

究
事
例
を
報
告
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
以
前
に
取
り
組
み
ま
し
た
、

安
政
の
東
海
地
震
に
関
す
る
尾
張
藩
の
被
害
と
救
済
に
関
す
る
研
究
を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
最
初
に
、
議
論
の
前
提
と
し
て
、
対
象
と
す
る
地
震
と
活
用
す
る
資
料
に
つ
い
て
、

説
明
を
し
て
お
き
ま
す
。

　
今
回
対
象
と
す
る
地
震
は
、
安
政
東
海
・
南
海
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
で
す
。
安
政

東
海
地
震
の
方
は
嘉
永
七
年
十
一
月
四
日
朝
五
ツ
半
時
（
一
八
五
四
年
十
二
月
二
十
三

日
午
前
八
時
か
ら
九
時
頃
）
に
発
生
し
ま
し
た
。
紀
伊
半
島
東
南
部
の
熊
野
沖
か
ら
遠

州
灘
に
至
る
海
域
を
震
源
域
と
し
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
八
・
四
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
そ
の
三
一
時
間
後
の
十
一
月
五
日
夕
七
ツ
半
時
（
十
二
月
二
十
四
日
午
後
四
時
頃
）

に
、
安
政
南
海
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
今
度
の
地
震
は
紀
伊
水
道
か

ら
四
国
沖
に
か
け
て
の
南
方
海
域
を
震
源
域
と
し
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
同
じ
く
八
・

四
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
で
は
大
き
な
津
波
が
発
生
し
、
そ
れ
で
被
害
が

拡
大
し
ま
し
た
。
伊
豆
か
ら
四
国
に
か
け
て
の
広
い
範
囲
で
、
死
者
は
数
千
人
、
倒
壊

家
屋
は
三
万
軒
以
上
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
直
後
の
十
一
月
二
十
七
日
に
、

嘉
永
か
ら
安
政
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
嘉
永
地
震
で
は
な
く
安
政
東
海
・
南
海
地

震
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
安
政
東
海
・
南
海
地
震
は
、
い
わ
ゆ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
に
な
り

ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
説
明
し
ま
す
と
、
日
本
列
島
は
四
つ
の
プ
レ
ー
ト
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
ま
し
て
、
そ
の
中
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー

ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
プ
レ
ー
ト
の
境
界
域
を
、
南
海
ト
ラ
フ
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
海
溝
と
同
じ
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
海
溝
よ
り
少
し
浅
い
地
形
を
ト
ラ
フ
と

呼
び
ま
す
。こ
の
南
海
ト
ラ
フ
に
蓄
積
さ
れ
た
ひ
ず
み
が
解
放
さ
れ
る
現
象
の
一
つ
が
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
呼
ば
れ
る
地
震
に
な
り
ま
す
。

　
ひ
ず
み
の
解
放
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
、

海
の
プ
レ
ー
ト
が
数
十
年
か
ら
数
百
年
か
け
て
沈
み
込
ん
で
い
き
ま
す
。
沈
み
込
む
と

き
に
、
陸
の
プ
レ
ー
ト
が
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
ひ
ず
み
が
発
生
し
、
限
界
に
達
す
る
と

先
端
が
跳
ね
上
が
り
ま
す
。
こ
の
現
象
が
海
溝
型
の
地
震
で
、
そ
の
一
つ
に
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
あ
り
ま
す
。
海
溝
型
な
の
で
、跳
ね
上
が
る
と
一
緒
に
海
面
も
跳
ね
上
が
り
、

津
波
が
発
生
し
ま
す
。

　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
、
お
お
む
ね
一
〇
〇
年
か
ら
一
五
〇
年
の
周
期
で
繰
り
返
し
発

生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
か
ら
九
程
度
の
規
模
で
、

東
海
地
震
、
東
南
海
地
震
、
南
海
地
震
と
連
動
し
て
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
以
降
の
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
み
て
み
ま
す
と
、
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）

に
慶
長
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
七
・
九
程
度
で
、
東
西
同
時
に
発

生
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
〇
二
年
後
の
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
に
、

宝
永
地
震
が
起
き
ま
す
。
こ
れ
は
さ
ら
に
巨
大
な
地
震
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
八
・

六
、
こ
の
と
き
も
東
西
同
時
発
生
で
す
。
こ
の
地
震
が
起
き
た
四
九
日
後
に
、
富
士
山
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政
東
海
地
震
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
救
済
活
動

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
准
教
授
　
　
　     

石
川

　寛
　



― 102 ―

が
噴
火
し
て
い
ま
す
。
宝
永
地
震
か
ら
約
一
五
〇
年
後
に
起
き
た
の
が
、
本
日
お
話
し

し
ま
す
安
政
東
海
・
南
海
地
震
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
海
と
南
海
が
連
動
し
て
起

き
た
地
震
に
な
り
ま
す
。
こ
の
次
が
、
戦
時
中
の
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
に
発
生

し
た
昭
和
東
南
海
地
震
と
、
そ
の
二
年
後
の
昭
和
南
海
地
震
に
な
り
ま
す
。
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
は
七
・
九
と
八
・
〇
で
す
。
現
在
、
次
の
東
海
地
震
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
周
期
的
に
起
き
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
幕
末
は
、
災
害
の
時
代
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
自
然
災
害
が
続
き
ま
し

た
。
教
科
書
に
は
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
い
く
つ
か

抜
き
出
し
て
お
き
ま
す
。

　
ペ
リ
ー
来
航
が
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
六
月
で
す
。
そ
れ
以
前
で
言
い
ま
す
と
、

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
信
州
の
長
野
で
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

が
善
光
寺
地
震
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
死
者
が
一
万
二
〇
〇
〇
人
以
上
出
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
嘉
永
六
年
二
月
に
は
小
田
原
地
震
が
起
き
ま
す
。
ペ
リ
ー
来
航
の
翌
年
の

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
六
月
に
、
伊
賀
上
野
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
五
か

月
後
の
十
一
月
に
、
安
政
東
海
・
南
海
地
震
が
起
き
ま
す
。
一
年
後
に
は
、
江
戸
で
安

政
江
戸
地
震
と
呼
ば
れ
る
内
陸
型
の
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
そ
の
翌
年
に
江
戸
を
台
風

が
襲
い
、
か
な
り
の
死
者
が
出
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

は
飛
越
地
震
が
発
生
し
、
大
規
模
な
山
体
崩
壊
が
起
き
て
い
ま
す
。
同
じ
年
に
は
コ
レ

ラ
が
流
行
し
、
江
戸
だ
け
で
三
万
か
ら
四
万
の
死
者
が
出
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
一
九

九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
が
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
で
す
。
そ
れ
に
匹
敵
す
る
地

震
が
頻
繁
に
起
き
て
い
た
の
が
幕
末
で
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
嘉
永
七
年
に
起
き
た
東

海
・
南
海
地
震
は
、
こ
の
地
域
に
も
か
な
り
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
回
活
用
す
る
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る
資
料
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

今
回
主
に
使
用
し
た
の
は
、
尾
張
徳
川
家
文
書
の
六
点
の
資
料
に
な
り
ま
す
。
便
宜
的

に
番
号
を
付
け
ま
し
た
が
、
一
番
が
「
安
政
元
寅
冬
ゟ
同
二
卯
春
ニ
至
　
地
震
ニ
付
倒

家
等
難
渋
之
者
共
御
救
被
下
候
一
巻
」（
尾
一
―
一
〇
五
二
）、
二
番
が
〔
地
震
善
後
書

類
〕（
尾
五
―
四
〇
五
）、
三
、
四
、
五
番
が
〔
震
災
倒
家
並
救
金
留
一
～
三
〕（
尾
五

―
四
〇
八
）、
六
番
が
「
安
政
元
寅
年
　
地
震
ニ
付
村
々
倒
家
人
別
書
上
帳
」（
尾
一
―

八
六
一
）
で
す
。

　
今
述
べ
た
六
冊
の
う
ち
、
一
番
と
六
番
は
元
の
表
紙
が
残
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
二

番
か
ら
五
番
は
元
の
表
紙
が
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
の
表
紙
は
、
林
政
史
研
究
所
の

方
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
二
番
か
ら
五
番
は
、
目
録
で

は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
安
政
元
年
（
一
八
五
四
）

の
間
違
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
二
番
か
ら
五
番
の
資
料
は
、
一
番
の
資
料
と
関
連
性
の

あ
る
連
続
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
慶
応
二
年
に
は
、
こ
の
地
域
で
地
震
は

起
き
て
い
ま
せ
ん
。し
た
が
っ
て
、元
々
は
一
番
と
六
番
の
二
冊
か
ら
な
る
資
料
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
資
料
は
あ
ま
り
状
態
が
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ど
こ
か
の
時
点
で
一
部
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
現
在
の
六
冊
本
に
再
装

丁
し
、
そ
の
と
き
同
じ
寅
年
の
慶
応
二
年
（
丙
寅
）
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
し
て
お
り
ま
す
。

　
六
冊
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
よ
く
活
用
さ
れ
て
き
た
資
料
が
六
番
に
な
り
ま
す
。
六
番

の
資
料
は
村
ご
と
の
被
害
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、『
愛
知
県
史
　
自
然
編
』や『
新

修
名
古
屋
市
史
』
で
も
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
資
料
全
体
と
し
て
の
性
格

や
資
料
の
作
成
目
的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、
表
面
的
な
被
害
数
値
だ
け
を
追
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
資
料
な
の
か
と
言
い
ま
す
と
、
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
御
側

（
藩
主
）
よ
り
の
「
御
救
」（
救
恤
活
動
）
に
関
わ
る
「
御お

年ね
ん

貢ぐ

地ち

懸か
か
り」

の
資
料
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
江
戸
時
代
は
、
飢
饉
、
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
際
し
、
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領
主
は
「
仁
政
」
思
想
に
も
と
づ
く
「
御
救
」
を
施
し
、
窮
民
の
救
済
に
あ
た
り
ま
し

た
。
尾
張
藩
で
そ
れ
を
担
っ
た
の
は
、
奥
向
の
御
小
納
戸
役
所
に
な
り
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
ま
す
と
、
奥
向
か
ら
被
災
者
に
対
し
て
、
御
小
納
戸
金
（
藩
主
の
私
的
財
源
）

で
も
っ
て
救
恤
金
や
夫
食
（
食
糧
）
な
ど
を
支
給
し
ま
し
た
。
そ
の
実
務
を
担
っ
た
の

が
、
御
小
納
戸
頭
取
配
下
の
御
年
貢
地
懸
に
な
り
ま
す
。

　
御
小
納
戸
頭
取
は
、
公
的
な
藩
政
機
構
に
対
し
て
、
尾
張
徳
川
家
の
私
的
な
家
政
を

担
う
役
職
に
な
り
ま
す
。
そ
の
配
下
に
あ
っ
て
不
動
産
管
理
を
担
当
し
た
の
が
、
御
年

貢
地
懸
に
な
り
ま
す
。

　
尾
張
徳
川
家
文
書
に
は
、御
年
貢
地
懸
の
事
務
日
誌
と
も
言
う
べ
き
「
申
継
帳
」（
尾

一
―
四
〇
〇
）
と
い
う
資
料
も
残
っ
て
お
り
ま
す
。
御
年
貢
地
懸
が
、
何
日
に
、
ど
の

よ
う
な
仕
事
を
し
た
の
か
が
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
今
回
お
お
い
に
参
考
と
し
ま
し

た
。

　
こ
う
し
た
奥
向
の
救
恤
活
動
、
す
な
わ
ち
被
災
窮
民
へ
の
「
御
救
」
に
関
わ
る
資
料

に
つ
い
て
は
、
幕
末
だ
け
で
も
次
の
も
の
が
林
政
史
研
究
所
で
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
天
保
の
飢
饉
に
際
し
て
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
、
藩
主
の
側
金
（
藩
主
の
私

的
財
源
）
か
ら
五
〇
〇
〇
両
の
御
救
金
を
、
領
内
の
窮
民
二
〇
万
人
以
上
に
支
給
し
ま

し
た
。
こ
の
記
録
が
、「
御
側
ゟ
窮
民
江
御
救
筋
一
巻
」（
尾
五
─
四
五
）
と
い
う
資
料

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、『
愛
知
県
史
』
の
資
料
編
や
通
史
編
が
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
八
月
に
、大
雨
と
大
風
に
よ
っ
て
洪
水
被
害
が
起
き
ま
す
。

こ
の
と
き
も
窮
民
一
四
一
五
人
、
五
五
六
軒
へ
二
二
二
両
余
り
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
の
活
動
記
録
が
、「
水
難
御
救
一
巻
」（
尾
一
─
八
六
五
）
と
い
う
資
料
に
な

り
ま
す
。
こ
の
資
料
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
図
録
『
特
別
展
　
治
水
・
震
災
・
伊
勢

湾
台
風
』
で
か
な
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
と
同
七
年
に
、
同
じ
よ
う
な
洪
水
被
害
が
起
き

て
い
ま
す
。
嘉
永
五
年
に
は
、
浸
水
被
害
の
村
々
へ
、
御
側
よ
り
夫
食
等
を
支
給
し
ま

し
た
。
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
に
も
、水
難
の
窮
民
へ
御
救
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

「
入
水
村
々
御
救
一
巻
」（
尾
一
─
五
三
）
や
「
水
難
村
々
窮
民
御
救
一
巻
」（
尾
五
─

五
六
）
と
い
っ
た
形
で
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
く
嘉
永
七
年
に
東
海
・
南
海
地

震
が
発
生
し
て
、
被
災
し
た
窮
民
へ
夫
食
や
御
救
金
を
支
給
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
の

活
動
記
録
が
、
一
番
か
ら
六
番
の
資
料
で
す
。
そ
の
後
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に

も
大
風
雨
と
高
浪
の
被
害
が
あ
り
、
窮
民
や
水
難
者
へ
御
救
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

資
料
は
「
窮
民
御
救
一
巻
」（
尾
一
─
八
六
〇
）
や
「
水
難
御
救
留
」（
尾
五
─
六
一
）

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、幕
末
で
は
自
然
災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
、そ
れ
に
対
す
る
「
御
救
」

が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
実
務
を
担
っ
た
の
が
、
御
年
貢
地
懸
に
な
り
ま
す
。
今
回
取
り

上
げ
る
資
料
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
記
録
の
一
つ
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
以
上
を
前
提
と
し
て
資
料
を
検
討
し
、
安
政
東
海
地
震
に
お
け
る
尾
張
徳
川
家
の
救

済
活
動
に
つ
い
て
、
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
道
徳
前
新
田
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。
地
震
発
生
後
に
御
小
納
戸
役

が
最
初
に
向
か
っ
た
の
が
、
道
徳
前
新
田
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
名
古
屋
市
南
区
道
徳

学
区
辺
り
で
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
開
拓
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
御
小
納
戸

役
所
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
最
初
に
現
地
へ
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
徳

前
新
田
は
、
西
側
が
海
で
、
北
と
南
に
川
が
走
っ
て
い
ま
す
。
西
側
が
海
に
面
し
て
い

る
地
形
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

　
地
震
発
生
翌
日
の
十
一
月
五
日
、
新
田
庄
屋
の
山
崎
村
（
現
名
古
屋
市
南
区
）
加
藤

金
右
衛
門
か
ら
御
小
納
戸
役
所
に
対
し
て
、
繰
り
返
し
被
害
報
告
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
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す
。
被
害
報
告
の
第
一
報
に
は
、「
大
地
震
に
て
御
新
田
・
家
居
等
も
多
分
損
し
、
そ

の
上
高
汐
に
て
甚
だ
心
配
仕
り
、
早
速
御
注
進
申
し
上
ぐ
べ
き
の
と
こ
ろ
、
大
取
込
に

つ
き
大
い
に
延
引
仕
り
、
ま
ず
は
右
の
段
御
達
し
申
し
上
げ
候
」
と
あ
り
、
被
害
が
大

き
く
、
お
お
い
に
取
り
込
ん
で
い
た
た
め
、
第
一
報
が
遅
く
な
っ
た
と
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
十
一
月
五
日
の
晩
に
、
御
年
貢
地
懸
の
伊
藤
司
馬
介
が
現
地
へ
出
張

り
、
翌
日
に
揺
れ
と
津
波
に
よ
る
堤
防
・
建
物
の
被
害
、
地
割
れ
、
液
状
化
現
象
な
ど

を
報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
一
月
九
日
に
、
御
小
納
戸
頭
取
の
正
木
宗
兵
衛
が
、

配
下
の
御
年
貢
地
懸
で
あ
る
岩
田
運
九
郎
と
湯
浅
定
左
衛
門
を
連
れ
て
現
地
に
向
か
い

ま
す
。
正
木
は
日
帰
り
で
す
が
、
岩
田
と
湯
浅
は
残
っ
て
次
の
現
場
へ
向
か
い
ま
す
。

　
現
地
を
み
た
正
木
は
、
翌
日
、
見
分
結
果
を
ま
と
め
た
上
書
を
、
当
時
は
参
勤
交
代

で
藩
主
が
江
戸
に
い
ま
し
た
の
で
、
江
戸
の
御
小
納
戸
頭
取
衆
へ
送
り
ま
す
。
上
書
で

は
、
被
害
の
報
告
と
住
民
へ
の
褒
賞
を
進
言
し
て
い
ま
す
。
堤
防
の
被
害
報
告
の
中
に

「
少
々
汐
打
越
候
ま
で
に
て
防
ぎ
留
め
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
道
徳
前
新
田
で
は

津
波
が
堤
防
を
乗
り
越
え
て
新
田
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
意
味

で
す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
上
書
で
は
、
新
田
庄
屋
加
藤
金
右
衛
門
の
息
子
の
庄
九
郎

が
先
頭
に
立
っ
て
、
津
波
が
押
し
寄
せ
る
中
、
堤
防
に
土
俵
を
積
み
上
げ
て
海
水
の
流

入
を
防
い
だ
た
め
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
庄
九
郎
は
褒
美
と
し
て
名
字

帯
刀
が
許
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
庄
九
郎
に
従
っ
て
働
い
た
組
頭
以
下
男
衆
一
二
四
人
に

対
し
て
は
、
合
計
七
両
余
り
の
褒
賞
金
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
道
徳
前
新
田

の
女
性
・
子
供
・
老
人
は
山
崎
村
に
避
難
し
ま
す
が
、
避
難
を
受
け
入
れ
、
炊
き
出
し

等
を
お
こ
な
っ
た
新
田
庄
屋
加
藤
金
左
衛
門
も
、
褒
賞
と
し
て
金
五
〇
〇
疋
が
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
道
徳
前
新
田
か
ら
報
告
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
御
小
納
戸
役
所
の
役
人

が
出
向
き
、
被
害
状
況
を
ま
と
め
て
、
そ
の
う
え
で
褒
賞
を
与
え
る
と
い
う
の
が
、
こ

こ
ま
で
の
動
き
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
次
は
、
水
難
者
へ
夫
食
を
支
給
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
道
徳
前
新
田
は

海
水
の
流
入
を
防
い
だ
の
で
す
が
、
道
徳
前
新
田
の
南
に
位
置
す
る
当
栄
新
田
、
豊
宝

（
宝
生
前
）
新
田
、
大
江
（
俊
広
）
新
田
、
甚
徳
新
田
の
四
新
田
（
い
ず
れ
も
現
名
古

屋
市
南
区
）
は
、
津
波
で
堤
防
が
決
壊
し
て
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
す
。
そ
の
た
め
、

先
ほ
ど
の
岩
田
と
湯
浅
は
、
道
徳
前
新
田
か
ら
四
新
田
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
資
料
を
み
て
い
き
ま
す
と
、
水
難
に
あ
っ
た
四
新
田
の
窮
民
た
ち
へ
は
「
支
配
御
代

官
」、
す
な
わ
ち
、
大
代
官
よ
り
「
当
然
夫
食
被
下
方
」
を
取
り
計
ら
う
動
き
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
受
け
て
、「
御
側
」
よ
り
も
「
別
段
夫
食
被
下
方
」
を
お

こ
な
う
た
め
、九
日
に
「
懸
り
配
下
共
両
人
」
を
差
し
向
け
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
両

人
」
が
岩
田
と
湯
浅
に
な
り
ま
す
。
二
人
は
、
十
一
月
十
日
に
四
新
田
へ
夫
食
代
の
手

当
を
済
ま
せ
、
そ
の
日
の
夕
方
に
引
き
取
り
ま
す
。
そ
の
夫
食
代
支
給
の
内
容
、
四
新

田
の
水
難
者
へ
の
救
済
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
四
新
田
の
居
家
の
合
計
が
五
八
軒
で
、
そ
の
う
ち
五
五
軒
が
汐
入
被
害
、
三
五
軒
が

倒
壊
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
し
た
。
汐
入
被
害
の
住
民
が
四
新
田
で
合
計
二
七
八
人
い
ま

し
た
が
、彼
ら
に
対
し
て
合
計
三
石
八
斗
九
升
二
合
の
夫
食
を
代
金
で
支
給
し
ま
し
た
。

一
人
に
つ
き
白
米
一
升
四
合
で
す
。
こ
れ
は
、
一
日
二
合
を
七
日
分
と
い
う
計
算
に
な

り
ま
す
。
　

　
こ
れ
と
は
別
に
、
居
家
の
倒
壊
被
害
に
つ
い
て
も
、
被
害
状
況
に
応
じ
て
白
米
代
を

与
え
て
い
ま
す
。
全
壊
被
害
に
対
し
て
は
一
軒
に
つ
き
三
升
、半
壊
被
害
が
そ
の
半
分
、

添
家
に
つ
い
て
も
居
家
の
半
分
を
支
給
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
白
米
代
の
合
計
が
六
両

余
り
と
な
り
ま
す
。
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次
に
、
御
年
貢
地
懸
は
、
美
濃
国
羽
栗
郡
竹
ヶ
鼻
村
（
現
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
救
済

に
向
か
っ
て
い
ま
す
。
竹
ヶ
鼻
村
で
は
か
な
り
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
御
小

納
戸
役
所
へ
救
助
願
い
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
一
五
〇
戸
五
〇
〇
人
以
上
の
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
れ
だ
け
被
害
が
拡
大
し
た
の
か
と
言
い
ま
す

と
、
地
盤
の
液
状
化
現
象
が
起
き
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
液
状
化
現
象
と
は
、
水
を

含
ん
だ
地
盤
が
地
震
の
激
し
い
揺
れ
に
よ
っ
て
液
体
状
に
な
り
、
そ
れ
が
地
上
に
吹
き

出
す
現
象
を
言
い
ま
す
。
地
震
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
諸
国
大
地
震
大
津
波
末
代
噺
」

（
防
災
専
門
図
書
館
蔵
）
と
い
う
名
称
の
か
わ
ら
版
に
、
竹
ヶ
鼻
村
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。「
美
濃
竹
ヶ
は（
鼻
）な
地
さ
け
ど
ろ
吹
出
す
」
と
書
か
れ
、
地
面
か
ら
泥
水

が
噴
き
出
し
、
周
り
の
人
々
が
驚
い
て
逃
げ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。「
ど

ろ
〔
泥
〕
か
い
〳
〵
〔
怪
々
〕」
と
も
あ
り
、
当
時
の
人
た
ち
に
と
っ
て
も
か
な
り
不

思
議
な
現
象
と
し
て
印
象
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
十
一
月
十
四
日
に
御
小
納
戸
役
所
は
「
御
側
よ
り
別
段
夫
食
下
さ
れ
方
」

を
決
め
、
十
六
日
に
岩
田
と
湯
浅
が
現
地
へ
向
か
い
ま
し
た
。
両
人
は
十
八
日
に
夫
食

代
の
手
当
を
済
ま
せ
て
、
十
九
日
夕
方
に
引
き
揚
げ
ま
す
。

　
竹
ヶ
鼻
村
の
救
済
に
関
し
て
は
、
被
災
者
を
「
極
々
難
」「
極
難
」「
中
難
」
と
三
つ

の
程
度
に
分
け
て
、
夫
食
代
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。
一
人
分
は
一
日
に
つ
き
白
米
二

合
で
す
。
そ
れ
を
、「
極
々
難
」
の
一
三
五
人
へ
は
一
〇
日
分
、「
極
難
」
の
一
六
五
人

へ
は
八
日
分
、「
中
難
」
の
二
四
八
人
へ
は
五
日
分
を
支
給
し
ま
し
た
。
ま
た
、
居
家

の
倒
壊
被
害
に
つ
い
て
も
、
倒
家
三
三
軒
へ
は
六
升
ず
つ
、
倒
家
三
六
軒
へ
は
五
升
ず

つ
、
半
倒
家
五
七
軒
へ
は
三
升
ず
つ
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
合
計
で
一
二
六
軒
五
四
八

人
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
と
は
別
に
、
独
身
で
極
め
て
難
渋
の
者
な
ど
に
も

別
途
御
救
銀
を
支
給
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
当
初
は
、
地
震
被
害
に
よ
っ
て
難
渋
し
て
い
る
者
た
ち
に
対
し
て
、
御

年
貢
地
懸
が
現
地
へ
出
向
き
、
夫
食
や
白
米
代
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
ま
で
は
個
別
の
対
応
で
し
た
が
、
そ
の
後
、
領
内
の
全
域
に
対
し
て
「
御
側
」

よ
り
「
御
撫
育
筋
」
を
取
り
計
ら
う
こ
と
に
な
り
、
代
官
・
奉
行
を
通
じ
て
難
渋
者
の

調
査
に
乗
り
出
し
ま
す
。

　
こ
の
被
害
報
告
書
が
十
一
月
二
十
三
日
以
降
、
次
々
と
届
け
ら
れ
ま
す
。
二
十
三
日

に
は
大
代
官
、
鳴
海
・
北
方
・
小
牧
・
清
須
・
横
須
賀
代
官
の
被
害
報
告
書
が
進
達
さ

れ
ま
す
。
二
十
六
日
に
な
り
ま
す
と
、
佐
屋
代
官
と
水
野
代
官
の
被
害
報
告
書
が
届
け

ら
れ
ま
す
。
日
付
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
そ
ら
く
十
一
月
中
に
、
寺
社
奉
行
、
町
奉

行
、
熱
田
奉
行
の
被
害
報
告
書
も
進
達
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
美
濃
の
太
田
代
官
、
上

有
知
代
官
、
岐
阜
奉
行
か
ら
は
、
被
害
が
な
か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し

遅
れ
て
二
十
八
日
に
、
鵜
多
須
代
官
の
被
害
報
告
書
が
届
け
ら
れ
ま
す
。
鵜
多
須
は
そ

の
後
、
追
加
報
告
が
あ
り
、
最
終
的
に
十
二
月
朔
日
に
領
内
す
べ
て
の
被
害
報
告
書
が

集
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
十
一
月
二
十
九
日
、
御
小
納
戸
役
所
に
お
い
て
「
御
撫
育
」
の
内
容
、
御
救
金
の
支

給
額
や
支
給
方
法
が
議
論
さ
れ
ま
す
。
こ
の
と
き
御
小
納
戸
頭
取
衆
は
、「
今
回
は
稀

な
る
大
地
震
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
津
波
の
被
害
が
多
く
、
海
辺
の
倒
家
は
多
分
に
て
、

誠
に
非
常
の
事
柄
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
十
分
な
施
し
を
す
る
こ
と
で
、
上
の
御

徳
儀
も
領
民
へ
行
き
届
く
」
と
い
う
方
針
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
御
救
金
の
金
額
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
の
洪
水
被
害
の
と
き
の
倍
の
金
額
と

な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
全
壊
被
害
は
一
軒
に
対
し
て
三
分
、
半
壊
は
そ
の
半
分

の
一
分
二
朱
、
即
死
者
は
一
人
一
両
一
分
、
怪
我
人
は
一
人
一
分
で
す
。

　
支
給
方
法
に
関
し
て
は
、
御
年
貢
地
懸
を
三
手
に
分
け
て
、
各
陣
屋
・
奉
行
所
へ
派

遣
し
、
そ
こ
に
村
役
人
・
町
役
人
を
呼
び
出
し
て
支
給
す
る
方
法
と
し
ま
し
た
。
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こ
れ
ら
の
決
定
を
受
け
て
、御
年
貢
地
懸
は
準
備
に
取
り
か
か
り
ま
す
。「
申
継
帳
」

を
み
ま
す
と
、
十
二
月
朔
日
に
「
地
震
に
て
倒
家
等
の
者
え
御
救
下
さ
れ
に
つ
き
夜
分

ま
で
居
残
り
取
調
候
事
」
と
あ
り
、
こ
の
日
は
か
な
り
遅
く
ま
で
残
業
し
て
、
準
備
に

取
り
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
二
日
後
の
十
二
月
三
日
に
、
御
年
貢
地
懸
は
三
手
に
分
か
れ
て
出
立
し
ま
す
。

岩
田
運
九
郎
と
水
谷
勝
太
郎
が
熱
田
・
鳴
海
・
横
須
賀
・
水
野
、
伊
藤
司
馬
介
と
山
田

鉞
四
郎
が
大
代
官
・
小
牧
・
清
須
・
佐
屋
、
湯
浅
定
左
衛
門
と
林
周
次
郎
が
町
奉
行
か

ら
北
方
・
鵜
多
須
と
巡
り
ま
し
た
。
九
日
ま
で
に
す
べ
て
の
支
給
が
終
わ
り
ま
す
。
か

な
り
の
激
務
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
九
日
に
湯
浅
か
ら
、
風
邪
を
ひ
い
て
一
両
日
休

み
ま
す
、
と
い
う
届
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
で
は
、
陣
屋
や
奉
行
所
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
支
給
が
な
さ
れ
た
か
と
言
い
ま

す
と
、
二
つ
の
資
料
を
用
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
陣
屋
に
村
役
人
が
出
向
き
、
こ
こ
で
村
内
の
被
害
を
記
し
た
報
告
書
を
提
出

し
ま
す
。
六
番
の
「
安
政
元
寅
年
　
地
震
ニ
付
村
々
倒
家
人
別
書
上
帳
」
に
残
る
、
美

濃
国
中
島
郡
駒
塚
村
（
現
岐
阜
県
羽
島
市
）
の
被
害
報
告
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま

す
。

　
　
　
乍
恐
御
達
申
上
候
御
事
　

一
、
倒
家
壱
軒
　
　
駒
塚
村
　
み
ツ

一
、
同
　
　
　
　
　
同
村
　
真
八

右
ハ
今
般
大
地
震
ニ
而
夫
々
倒
家
等
に
相
成
、
何
れ
も
難
渋
者
ニ
御
座
候
、
仍
之

御
達
申
上
候
、
以
上

　
　
寅
十
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

右
村
庄
屋
理
蔵
㊞
　

　
　
　
深
沢
新
平
様
御
陣
屋

　
宛
先
の
深
沢
新
平
は
北
方
代
官
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
倒
家
・
半
倒
家
・
即
死
者
・

怪
我
人
の
名
前
を
記
し
た
文
書
を
陣
屋
へ
持
参
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
村
か
ら
提
出
さ

れ
た
被
害
報
告
書
を
集
め
た
の
が
六
番
の
資
料
に
な
り
ま
す
。

　
陣
屋
で
は
、
こ
の
被
害
報
告
書
と
引
き
換
え
に
、
御
救
金
と
申
渡
書
を
渡
し
ま
す
。

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
石
河
家
文
書
に
、
た
ま
た
ま
駒
塚
村
の
資
料
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
提
示
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
嶋
郡
駒
塚
村

一
、
倒
家
弐
軒

　
　
　
金
壱
両
弐
分

　
　
　
　
但
壱
軒
ニ
付
金
三
百
疋
ツ
ヽ

　
　
十
二
月

　
金
一
〇
〇
疋
は
一
分
に
当
た
り
ま
す
。
全
壊
被
害
（
倒
家
）
は
一
軒
に
つ
き
金
三
分

を
支
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
二
軒
で
一
両
二
分
（
六
〇
〇
疋
）
を
支

給
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
手
続
き
に
よ
っ
て
、
御
救
金
が
支
給

さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
余
震
被
害
や
調
査
漏
れ
の
分
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
ま
た
寺
院
も
対
象
と

す
る
こ
と
に
な
り
、
追
加
の
支
給
が
な
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
十
二
月
十
八
日
に
岩
田
と

山
田
が
寺
社
奉
行
所
へ
派
遣
さ
れ
、
倒
壊
被
害
の
あ
っ
た
二
三
の
寺
院
へ
御
救
金
を
支

給
し
ま
す
。
そ
の
翌
日
、
道
徳
前
新
田
に
赴
い
て
い
た
伊
藤
・
湯
浅
が
、
大
江
新
田
の

一
人
へ
追
加
支
給
し
ま
し
た
。
十
二
月
二
十
五
日
に
は
、
伊
藤
と
山
田
が
佐
屋
代
官
、

岩
田
と
湯
浅
が
鳴
海
代
官
へ
出
向
き
、
追
加
分
の
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
資
料
で
は
、
御
救
金
の
支
給
は
こ
の
十
二
月
二
十
五
日
で
終
わ
っ
て
お
り
ま

す
。
御
救
金
の
対
象
は
、
倒
家
一
一
五
二
軒
、
半
倒
家
一
六
四
六
軒
、
即
死
人
三
名
、

怪
我
人
一
〇
名
に
な
り
ま
し
た
。
代
官
所
別
に
み
ま
す
と
、
大
代
官
・
横
須
賀
・
佐
屋
・

鵜
多
須
・
北
方
と
、
知
多
半
島
の
西
か
ら
尾
西
地
方
に
か
け
て
が
多
い
で
す
。
支
給
額
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の
合
計
は
一
四
九
五
両
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
今
回
の
林
政
史
研
究
所
の
資
料
を
使
っ
た
研
究
に
つ
い
て
、
簡
単
に
ま
と

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
安
政
東
海
地
震
後
に
被
災
窮
民
に
対
し
て
、「
御
側
」
よ
り
「
御

救
」を
取
り
計
ら
う
こ
と
に
な
り
、御
小
納
戸
頭
取
と
そ
の
配
下
の
御
年
貢
地
懸
に
よ
っ

て
、
夫
食
や
御
救
金
の
支
給
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
活
用
し
た
一
番
か
ら
六
番

の
資
料
は
、
こ
の
活
動
の
記
録
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
今
後
は
彼
ら
の
活
動
を
踏
ま

え
て
被
害
数
値
を
み
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
資
料
に
記
さ
れ
た
被
害
は
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
救
済
に
必
要
な
被
害
状
況
を
把
握
し

た
も
の
に
な
り
ま
す
。
夫
食
や
御
救
金
の
対
象
で
あ
る
「
難
渋
者
」
を
調
べ
た
も
の
で

あ
り
、領
内
の
倒
壊
被
害
の
す
べ
て
を
集
計
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、

町
奉
行
所
の
報
告
書
の
中
に
、伊
藤
次
郎
左
衛
門
、萱
津
屋
伊
右
衛
門
、佐
野
屋
は
る
、

と
い
っ
た
御
用
商
人
に
つ
い
て
も
、
建
物
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
町
奉
行
は
強
い
て
「
難
渋
筋
」
で
は
な
い
と
し
て
、「
御
救
」
の
対
象
か
ら
外

し
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
地
震
被
害
に
よ
り
難
渋
し
て
い
る
者
が
対
象
で
、
倒
壊
被
害
に

遭
っ
て
も
難
渋
し
て
い
な
い
者
は
「
御
救
」
の
対
象
外
で
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
際

の
倒
壊
被
害
は
、
も
っ
と
多
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
林
政
史
研
究
所
の
所
蔵
資
料
の
性
格
上
、
示
さ
れ
て
い
る
の
は
奥
向
の
救
済
活
動

（「
別
段
夫
食
被
下
方
」）に
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、所
付
代
官
に
よ
る
救
済（「
当

然
夫
食
被
下
方
」）
も
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
資
料
の
間
か
ら
う
か
が

え
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
本
日
扱
っ
た
資
料
に
書
か
れ
た
被
害
数
値
と

い
う
も
の
を
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
私
の
報
告
は
以
上
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

［
附
記
］ 

　
　
講
演
は
、『
愛
知
県
史
研
究
』
第
二
二
号
に
発
表
し
た
拙
稿
「
安
政
東
海
・
南
海

地
震
の
被
害
と
尾
張
藩
の
救
済
─
史
料
学
的
検
討
を
踏
ま
え
て
─
」
を
も
と
に
し
て

い
る
。
詳
し
い
被
害
数
値
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。




